
 

改定前 改定後 差額

所得なし ６万１３５０円 ７万２６６０円 １万１３１０円増

所得 ５０ 万円 １２万６２２０円 １４万２６０５円 １万６３８５円増

所得２００万円 ３９万９０７０円 ４０万５２８７円 ５９４５円増

所得３００万円 ５８万９７０円 ５７万９９５５円 １０１５円減

所得４００万円 ７２万１９７０円 ７０万６４５５円 １万５５１５円減
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 ６月上旬、今年度の国民健康保険料

の納付通知が各ご家庭に届けられる

予定です。 

他の医療保険と比べても高い国保

料。しかも、熊本市の国保料は、政令

市２０市の中で、もっとも負担の重い

水準となっています。さらに、今年度

は、一人あたり平均で約 4,300円の値

全国のどの自治体においても、国民健康保険は厳しい財

政運営を強いられています。しかし、厳しい財政運営のし

わ寄せが保険料の値上げに影響しないよう各自治体は国保

会計の支援（一般会計からの繰り入れ）を行っています。 

熊本市の場合は、大西市長となり、国保会計への支援額

（赤字補てん分）が大幅に減少しています。さらに今年度

も減額。その一方で、市民に保険料の値上げを強いること

は許されません。 

「国保料の支払いに困っている」「分割での支払いがで

きないだろうか？」「減免制度の拡充を！」などなど、あ

なたの国保に関する思いや要望を持ち寄り下さい。  

下記の日程で、熊本市と懇談・要請を行います。どな

たでも参加できます。 

日時：６月１９日（火）午後２時より 

場所：市役所８階 会議室 
 

上げとなり、「負担の限界。払

いたくても払えない」との声

も寄せられています。 

夫婦（４０歳以上）と子ども２人の４人世帯の所得ごとの国保料比較 

 今回の国保料の改定の特徴は、所得の

低い世帯が値上げとなり、所得の高い世

帯が値下げとなっていることです。国保

は、右の表のように、所得割と均等割り

と平等割の合計で保険料が決まります。

所得割が下がり、均等割（一人あたりの

負担分）や平等割（１世帯当たりの負担

分）が上がったため、多人数世帯や所得

の低い世帯で値上げとなっています。 

 


